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（
33）
調査地では礼拝用敷物を買い取らずに写真撮影および聞き取りで制作データのみを
収
集
し
た。
家
庭
に
保
管
さ
れ
て
い
る
礼
拝
用
敷
物
に
は、
カ
シ
ュ
タ
以
外
に
ミ
シ
ン
刺
繍
（ポ
ポ
ッ
プ：
popop ）
や
金
糸
刺
繍
（ザ
ル
ド
ゥ
ズ：
zardo‘z ）
で
装
飾
さ
れ
た
礼
拝
用
敷
物
が
あ
っ
た
が、
そ
の
大
半
が
購
入
品
で
あ
り、
制
作
者
情
報
が
な
か
っ
た。
ゆ
え
に
今
回
の
調
査
ではカシュタに限定してデータ収集をした。調査時期は二〇〇九年九月である。
（
34）
二
人
用
の
礼
拝
用
敷
物
は
地
区
で
は
珍
し
く、
筆
者
が
村
落
部
で
収
集
で
き
た
デ
ー
タ
は
一
〇
五
枚
中
一
枚
だ
け
で
あ
っ
た。
だ
が
ブ
ハ
ラ
市
内
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
大
き
なサイズの礼拝用敷物が多数販売されている。
（
35）
ミシン刺繍の製品自体は一九六〇年代に 普及していたが、礼拝用敷物だけは手
繍
い
の
カ
シ
ュ
タ
で
の
制
作
を
選
択
す
る
女
性
が
多
か
っ
た。
こ
の
傾
向
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
継
続
す
る
が、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
既
製
品
に
対
す
る
抵
抗
感
が
少
な
く
な
り、
既
製
品を購入する女性も現れたという。
（
36）
持参財におけるカシュタ、金糸刺繍、ミシン刺繍品目の変遷について詳しくは今堀（二〇〇八）
、四六二―四六三の表を参照のこと。
（
37）
二〇〇九年に収集された一〇五枚のデータでは、二〇〇〇年代の未婚女性による制
作
は
少
な
か
っ
た
が、
商
業
用
刺
繍
制
作
に
従
事
し
た
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
請
負
制
作
で
習
得
し
た
刺
繍
技
能
を
応
用
し
て
礼
拝
用
敷
物
を
自
作
す
る
女
性
も
現
れ
始
め
て
い
る。
二
〇
〇
〇
年
代
に
制
作
し
た
六
人
の
未
婚
女
性
は
全
て
商
品
用
刺
繍
制
作
の
経
験
者
で
あ
っ
た。詳しくは今堀
（二〇〇六ａ：前掲書）
を参照のこと。
（
38）
ソヴィエト民族学が扱う民族文化 は優／劣、有害／無害、有用／無用、健全／不
健
全
と
い
っ
た
文
化
内
容
の
選
別
が
な
さ
れ
た
と
い
う。
ゆ
え
に
ソ
連
編
入
以
前
に
行
わ
れ
ていた習慣でもある程度選別を受けて
「民族文化」
として形成されていたという経
緯がある。
詳しくは
Sadom
skaya （
1990 ：前掲書）
、
A
dam
s （
1998 ：前掲書）
を参照。
（
39）
理
想
的
に
は
花
嫁
は
結
婚
に
際
し
て
二
枚
の
礼
拝
用
敷
物
を
持
参
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
る。
一
枚
は
自
ら
の
舅
（と
姑）
に
贈
る
物
で
あ
り、
も
う
一
枚
は
夫
お
よ
び
自
分
が
使
う
も
の
で
あ
る
と
い
う。
礼
拝
用
敷
物
を
夫
婦
で
共
有
す
る
こ
と
で、
ム
ス
リ
ム
夫
婦
と
し
て
の
絆
が
深
まるとされる。
（
40）
刺繍品と持参財の関係について詳しくは今堀
（二〇〇六ａ：前掲書）
を参照。
（
41）
テレビドラマなどでウズベク人家庭のイメージが描写される際、ラフのある部屋が
典
型
的
な
村
落
部
の
ウ
ズ
ベ
ク
家
庭
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い。
筆
者
の
経
験
で
も、
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
知
人
が
部
屋
に
設
置
さ
れ
た
ラ
フ
の
存
在
か
ら
筆
者
の
借
り
て
い
た
ア
パ
ー
ト
の
大
家
が
ウ
ズ
ベ
ク
人
で
あ
る
と
見
抜
い
た。
ゆ
え
に
多
く
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
な
か
で
ラ
フ
の
ある部屋が「ウズベク家庭」とイメージされて るといえる。
（
42）
この逆向きデザインは必ずしもウズベキスタン、もしくはブハラ州各地で見られる
傾
向
で
は
な
い
こ
と
は
付
記
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う。
例
え
ば、
同
じ
ブ
ハ
ラ
州
で
も
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
に
隣
接
す
る
ロ
ミ
タ
ン
地
区
で
は
ラ
フ
に
飾
る
時
に
馬
蹄
形
の
先
端
を
下
向
き
に
飾
っ
て
い
た
が、
実
際
に
人
に
見
せ
る
と
き
に
馬
蹄
形
の
先
端
部
分
を
上
向
き
に
持
っ
て
見
せ
て
く
れ
た。
二
〇
〇
九
年
調
査
時
点
で
二
八
歳
で
あ
っ
た
嫁
が
逆
向
き
に
も
っ
て
し
ま
っ
た
と
き、
隣
に
い
た
姑
（六
九
歳）
は「正
し
い
向
き
で
持
ち
な
さ
い」
と
注
意
し
て
い
た
事
実
か
ら
も、
年
配
者
は
馬
蹄
形
の
先
端
が
上
向
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る。
ま
た
ブ
ハ
ラ
市
内
で
は
多
く
の
家
庭
で
ラ
フ
の
上
に
飾
ら
れ
て
い
る
礼
拝
用
敷
物
の
向
きは馬蹄形が上向きになるように飾られていた。
（
43）
R
asanayagam （
2011 ：前掲書）
, p.49. を参照。
